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ねた〈した51;1.. .flJtN川と手白辺にfJこまれ自耐と鹿町二は
ぐくまれた務係子の市民です.
わたくしたSI';;、田園nn叉化/ll市をめざす市民としての3寄
りを乞き 朗自への開いモこめて、ここに市民層鳳を定めます。
水と蹴と土のにおL明、いっぱいの 住みよいあUこにします
心と体をきたえ笠き笠告と出き伸Uゆ〈あUこ広し忽す
老人を大切にし 子どもの捗を商て 議也MあUこにします
ふるさとを安し 叉化を高め 買力屯あU"-にします
みん'J.t:Mしa;い ぎまりを守り 明るいあUこにします
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者別への対応を擦る

平
均
寿
命
ガ
飛
躍
的
巳
伸
び
高
齢
化
柱
会
を
迎
え
だ
現
在
、
私
た
ち
ガ
生
き
ガ
い
を
待
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
箆
い
て
い
く
た
め
巳
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
家
族
や
市
民
の
皆
さ
ん
ガ
が
老
い
'
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

ガ
必
要
で
す
・
今
年
で
5
回
目
と
な
つ
だ
乏
い
へ
の
対
応
を
探
る
」
で
は
、
映
画
『
痴
呆
性

老
人
の
世
界
』
を
監
倍
し
た
羽
田
澄
子
氏
の
続
演
を
は
じ
め
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
だ

め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
甲
高
前
書
簡
事
者
の
た
め
の
住
宅
改
善
の
紹
介
怠
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
巳
皆
さ
ん
で
u
老
い
'
巳
つ
い
て
君
え
ま
し
ょ
う
。

H
高
齢
者
福
従
課
H

我
係
子
市
は
、
昭
和
位
年
に
日
∞
緊
急
通
報
畿
置
の
般
協
な
ど
を
実

歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
町

7
r
施
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
的

を
超
え
、

高
齢
化
社
会
的
仲
間
入
中
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
泣
か
で

リ
を
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
高
齢
生
き
が
い
内
あ
る
暮
ら
し
を
し
て

化
社
会
に
対
応
す
る
福
祉
サ
1
ピ
い
〈
た
め
に
、
人
生
に
お
い
て
避

ス
と
し
て
、

一
人
暮
ら
し
ゃ
穏
た
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
H

老
い
M

に

き
り
の
お
年
野
り
に
対
し
て
家
庭
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

準
仕
員
同
派
遣
や
デ
イ
サ
ピ
ス
、
ぜ
ひ
‘
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

町
人

]@小位の

日時 :9用1回世)ザiE113
場所:市民会館

L会 粉 1

u

h

n

f

J

ニ

羽

回

澄

子

氏

映
画
忠
督
。
門
山
政
.

「
薄
墨
の
山
知
』
、
「
A
K
l

k
O
lあ
る
ダ
ン
サ
ー
の

肖
像
」
な
ど
作
品
多
数
。

鱗
械
で
は
上
映
す
る
「
痴

呆
性
老
人
的
世
界
」
を
む
ぜ

製
作
し
た
の
か
、
ま
た
羽
田

さ
ん
の
老
後
に
つ
い
て
も
跨

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
，

の
貸
出
を
開
始

諦

混

血
E

ζ

映

画

晶
・
檎
演
会
(
午
後
1
時
ぬ
分
か
ら
)

V
テ
1
7

映
画
「
痴
呆
性
老
人

的
世
界
」
を
創
っ
て

-vm師
羽
回
母
子
氏
(
映
画
監

督
)
や
映
画
(
午
後
2
時
鈎
分
か
ら
)

v
h
y
イ
ト
ル
痴
呆
性
老
人
的
世

界
(
上
映
時
間
1
時
間
制
分
)

去

の

他
m
催

し

市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
例

年
の
コ

l
ナ
に
加
え
、
新
た
に

緊
急
通
報
y
ス
テ
ム
紹
介
コ

l
十

ー
と
高
齢
者
・

陣
笹
者
向
住
宅
改

普
コ

l
十

l
を
開
股
。
ま
た
、
大

会
飯
室
で
も
左
誕
の
と
お
リ
「
な

ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
す
.

。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
紹
介
コ
ー

ナ
ー

6
月
か
ら
市
内

ω人
の
l

人
住
ま
い
の
お
年
部
リ
町
家
に
設

指んマ志相談寺二

“老い，にl半うさまざまな不安悩
み事、またお年寄りを介護している

家族の方の不安悩み事怠どについ

て、市民会館大会議室で相談をお受

けします。お気軽!こご相談くださいo

b時間午後O時30分~4時初分

直
し
た
緊
急
通
報
装
置
を
、

ン
ス

テ
ム
機
器
内
展
示
や
集
積
で
紹
介

し
ま
す
。

@
高
齢
者
・
障
害
者
の
住
宅
改
善

コ
ー
ナ
ー
街
齢
者
や
陣
容
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
住

ま
い
に
も
工
夫
が
必
要
で
す
。
実

際
的
改
築
や
改
池
内
例
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
、
専
門
家
が
説
明
。
縫

曲
目
な
ど
の
例
も
紹
介
し
ま
す
。

@
介
憧
用
品
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

寝
た
き
り
の
お
年
部
り
や
障
害

者
、
ま
た
介
四
四
を
す
る
家
族
同
方

の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
‘
生
活

し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
、
開
発
さ

れ
た
介
徳
用
品
等
を
紹
介
し
ま
す
.

。
移
動
入
浴
車
展
示
・
実
演
コ
ー

ナ
ー
寝
た
き
リ
の
お
年
得
り
や

身
体
隊
答
者
の
た
め
行
っ
て
い
る

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
移
動

入
浴
車
(
浴
槽
)
の
展
示
と
利
用
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
.

@
老
人
ホ
l
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
紹
介
コ
ー
ナ
ー

市
内
の
特
別
義
務
老
人
ホ

1
ム

「
久
遠
苑
」
と
「
和
殺
閣
」
に
よ
り
、

老
人
ホ

l
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ふ
れ
あ
い
弁

当
町
コ
ー
ナ
ー
、
社
会
教
育
ゼ
ミ

十

l
ル
生
に
よ
る
手
作
り
衣
服
等

的
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
お
年
帯
り
介

織
の
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

自白骨文也留

V
内
容
*
展
覧
会
一
日
日
1

日
日
)
絵
閥
、
世
世
道
、
写
真
、

生
花
、
手
芸
、
短
歌
、
俳
句
等

ホ
演
芸
会
(
M
臼
)
舞
踊
、民同州、

欲
的
山
、
手
品
、
浪
曲
、
寸
劇

等
*
囲
碁
、
将
柑
明
大
会
(
同
日
)

V
対
象
老
人

7
ラ
プ
会
貝
及

び
印
歳
以
上
内
市
内
居
住
者

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

老
人
ク
ラ
プ
会
員
は
会
長
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
般
的

方
は
8
月
幻
自
(
金
・
必
消
)
ま

で
に
ハ
ガ
キ
で
我
孫
子
I
8
5

8
市
役
所
商
品
問
者
一
納
祉
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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!次きご に I ンと参しシ‘祝

ipg ifd2;聖堂
!に市だ し意ゆカてらン持己
1 it宜内き をしう lい、グっ τ7
i当にい 始、あ(たき、ヲヲ」
iす{主. め市いリだま旅や
iる所 ま民我フけざ行お

!警".".す使V2祉 ω者(1)方
申貸る用貸 施干土並心

!縞 L 出時し出会設会び身

昨日j11ij
向 上そ
量料無ボ 図的 者

T2高叫内Z 正義夏
日開門51g 13 
せ 返しア 向

去刊 、 首同 骨骨

一
川
間
割
引
の
外
出
を
お
手
伝
い

日頃の練習成果を披露

V
日
時
9
月
日
目
、

H
B
.
日

日
午
前
9
時
却
分
か
ら

V
場
所

つ
つ
じ
荘

ゆ

ahwaEV⑫
鴎

障
者
者
も
健
常
者
も
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
5
0
名

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
す

V
参
加
賀
大
人
4
0
0
0
同、

『
ひ
ま
わ
り
号
」
運
動
は
、
制
祉
中
古
商

-
大
学
生
3
5
0
0
問、

向
上
、
人
怖
を
守
る
巡
動
と
し

小

竿
生
2
5
0
0
円
(
交
通
旬
、

て
大
き
く
広
が
り
、
今
年
は
会
弁
当
代
、
向
害
保
険
含
む
}

国
で
印
本
を
越
え
る
「
ひ
ま
わ

V
申
し
込
み
9
月
日
日
ま
で
に

リ
号
」
が
走
ろ
う
と
し
て
い
ま
ハ
ガ
キ
で
一
T
2
7
0
m
流
山
市

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
〈
ど
さ
い
。
下
花
姶
4
0
9
(
市
車
問
梢
院
内
)
ひ

'v
期
日
同
月
幻
自
(

日

)

ま

わ
リ
PJ
を
走
句
せ
る
「
ち
ぱ
」
実

V
行
き
先
銚
子
市
犬
吠
川
崎
行
愛
民
会
へ

-v
募
集
人
数
防
害
者
1
5
0

・v問
い
合
わ
せ
奥
村
官
0
4
7

名
、
同
伴
者
(
家
族
)
1
0
0
名・

3
(
叫

)
9
4
8
9

訪 問 看 議 相 談

ねたきりのお年寄りの介識の仕方、版

Jj;jの悩み ボケにならないための方

法.また医療のζ となとの相談に保健制

がお答えします。

介 僅 ~lll 祉 相 談

移動入浴車の1民.ii'iサービス、デイサー

ビス、ンョートステイその他各種縞祉サ

ービえの受け1jについて、市のケースワ

ーカーがお答えします。

J、 ビ 相 談

Il，jl血管l原1書なとの後遺症に対する機能
回復訓練のことなどに理学療法上がお答

えLます。

法 律 相 談

相続1111題、遺宮内方法、またイノチキ

~lj法に Illlする相談などに弁;l!(士がお答え

します。

高齢者・障害者のための住宅改善相談

手すりの取り付け、浴車の改造、玄関

や部屋町段差め解消主どの相談に建築の

守川家が釘答えします。

対反絶対本軍機使用の基 jι建三下317 
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(財)山階鳥研と共同で開催

'fs Isl 

ω
を
J

・
手
賀
沼
は
地
球
環
境
の
縮
図

手
賀
沼
一
再
生
の
道
を
市
民
と
と
九
五
や
ぬ
を
通
し
て
水
辺
環
境
内
保
何
か
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
.

も
に
探
る
「
手
針
沼
浄
化
を
考
え
全
等
に
活

mさ
れ
て
い
る
方
々
を

入
場
無
向
都
合
同
つ
〈
税
減

る
市
民
繊
座
」
。
今
年
も
(
財
)
山

附

締

附

に
招
き
ま
し
た
・
を
精
鋭
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
締

ぬ
知
研
究
所
と
共
同
で
締
消
会
を
今
後
、
手
賞
沼
と
共
生
し
て
い
で
す
・

開
悩
し
ま
す
・
(
左
表
参
照
)

〈

た

め

に
‘
秘
た
ち
は
何
を
し
た

曹
問
い
合
わ
せ
市
環
境
保
全
線
、

今
年
は
全
国
各
地
で
、
機
司
な
ら
い
い
の
か
a

講
師
の
方
と
一
緒
(
財
)
山
階
山
崎
知
研
究
所
広
報
室
密

か
た
ち
で
身
近
な
自
然
環
境
内
保
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
.
き
っ
と

(

位

)
1
1
0
l

。@@)<D@
~133回文化祭を 11月3目的文化的日を中心に約2迎nllにわたっ

て行います~、るって 作品 を お寄せくだ さい. 締め切りは B 月 31 日

{俳句、短般のみ10月10日)で.作品には住所、氏名、 電話番号を

明記して〈ださい.主お、日程.会場内部合で定数になり次第、締

め きります. ー教rJ委員会社会教育課ー

児
童
保
育
銀
児
産
家
庭

第787号

児
誼
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

V
場
所

方
(
母
子
家
庭
等
)
は
、
次
の
と
お
係

リ
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
席
」
を
提

V
出
張
受
付
*
湖
北
台
支
所

出
し
て
く
だ
さ
い
。

8

月

お

白
(
水
)
午
前
9
時
l
正
午

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
向
所
得
也
事
湖
北
支
所
-
8
月
日
出
目
(
木
)
午

的
状
況
、
児
来
的
益
育
状
況
を
雌
後
1
時
ぬ
分
1
4
時
*
布
佐
支

胞

L
、
8
月
分
か
ら
の
手
当
的
支
所
8
月
初
日
(
木
)
午
後
l
時
ぬ

給
を
決
定
す
る
も
の
で
す
.
分
1
4
時

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

V
持
参

①
「
児
賞
扶
義
手
当
現

引
き
続
い
て
受
給
す
る
資
格
が
主
況
属
」
肉
用
紙
②
児
童
扶
養
手

〈
な
う
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
当
統
啓
③
印
鐙

③
対
象
児
童

意

く

だ

さ

い

.

の

以

す

る

世
借
金
只
の
住
民
票
の

V
拠
出
期
限

9
月
ゆ
日
(
月
)
写
し

⑤
半
成
2
年
1
月
2
日
以

降
に
転
入
し
て
き
た
方
は
、
前
住

所
地
か
ら
児
京
扶
後
手
当
用
「
平

成
2
年
度
分
所
得
証
明
書
」

を
取

り
得
せ
添
付
し
て
く
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ

児
童
保
有
線

る市

民

会

館

I叩商工業事業者の方へ

」 保証付融資""e企業の繁栄を-

県
信
用
保
証
協
会
は
.
企
業
と

金
融
機
関
と
の
備
践
し
を
す
る
公

共
的
機
関
.
市
中
撲
の
安
定
や
振
興

の
た
め
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

今
年
3
月
末
現
在
.
県
内
2
万

7
0
0
0
命
的
企
業
が
利
用
し
て

い
ま
す
.

曹
対

象

県

内
で
同
一
事
業
を
l

年
以
上
営
ん
で
い
る
商
工
業
事
業

者V
融
資
限
度
額
本
一

般
保
慨
に

よ
る
融
資
l
憶
2
0
0
0
万
問
、

*
無
犯
保
保
証
に
よ
る
融
資
1
5

0
0
万
円
、

本
特
別
小
口
保
統
に

よ
る
融
資
4
5
0
万
円

V
信
用
保
庇
料

(
l
件
あ
た
り
)

回
万
同
以
下
H

年

0
・
km
%

.
1
0
0
万
円
以
下
H
年
川
%

1
0
0
方
向
趨

u
年
l
%

'
問
い
合
わ
せ
川
町
慣
用
保
慨
協

会
宮
0
4
7
2
(円
引

)
0
7
』

1、

誠
テ
レ
ホ
ン
相
秘
密
0
4
7
2

(
時

)0
1
4
0
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
8
0
1
2
0
(
日
)
0
8
7
4

を
行
っ
て
い
ま
す
.
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

之
の
夏
、
水
も

電
気
も
赤
信
号

7
月
、
8
月
め
カ

ラ

カ

*

冷

気

の

M

問
問酬
が
悲
〈
主

ラ
天
気
に
よ

り

、

利

保

川

ら

な

い
よ
う
山
詰
め
込
み
す

水
系
の
ダ
4
の

貯

水

震

は

車

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

軒
並
み
低
下
し
.
水
不
足

エ
ア
コ
ン

は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
.
*
冷
房
町
大
敵
は
弛
…
a

カ

ま
た
、
徳
告
に
よ
る
エ
ア

l
テ
ン
等
で
砲
射
日
光
を

コ
ン
の
7
ル
隊
動
で
、

電

防

ぐ
と
効
果
的
。

室
外
出
問

力
向
鴻
喪
も
急
増
・
電
気
に
も
日
よ
け
を
つ
け
ま
し

も
水
も
秘
途
の

生

活

に

は

よ

う

・

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

*
エ
ア
ー
フ
ィ
ル
タ

に

次
的
ニ
と
に
心
掛
け
.

ゴ

ミ

や

ホ
コ
リ
が
た
ま
る

節

水

、

節

也

に

ご

協

力

を

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

の
無
駄
使

お
聞
い
し
ま
す
。

い
。
定
期
的
に
消
帰
し
ま

，
台
所

し
よ
う
。

本
木
を
流
し
な
が
ら
の
食

，
照
明

叫帥洗
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
.

*
照
明
は
、
こ
ま
め
に
消

.
冷

張

感

し

ま

し

ょ

う

。

本
熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て

V
問
い
合

わ

せ

東
京
電

か
旬
、
ビ
ン
額
は
ふ
い
て
力
柏
営
業
一
昨
宮
(削
)
3
3

か
ら
入
れ
ま
し
ょ
・フ。
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量柑
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官(82)1743

H 吟 同人で 2分以内 ハカキて
米vt尚三中且295
古 (88)l2叫

陪飽 屯話て
小太刀抗雄祢1-4-5
宮(82)3653
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阿部正湖北色8-9-15
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夏
休
A
の
お
わ
リ
に
、
品
慌
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
背
少
年
相
級
貝
浦
義
協
級
会

で
は
.
今
年
も
恒
例
の
笈
休
み
続

子
野
外
映
閥
会
を
市
内
各
所
で
行

い
ま
す
.
上
映
回
線
・
会
場
等
は

左
衰
の
と
お
り
で
す
。
綾
子
で
、

友
達
同
士
で
で
か
け
て
み
て
は
い

t
H
M
Mh
 

幅
準
一
守

子
ど
も
述
内
す
ニ
や
か
な
成
長

を
順
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
の
が

青
少
年
相
級
尽

昨
年
叩
月
1
日

に‘

mm期
再円
少
年
相
餓
只
と
し

て
市
内
向
男
女
別
名
が
県
知
本
か

ら
袋
械
を
受
け
十
、

こ
の
相
餓
貝
で
組
徹
す
る
巡
給

協
議
会
的
会
長
を
今
期
か
ら
務
め

る
の
が
松
島
紀
さ
ん
。
先
制
組
相
川
崎

民
的
勧
め
で
昭
和
田
年
に
委
嘱
さ

れ
て
以
来
、
今
回
で
四
期
目
@
常

に
、
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
を
支
え
‘

前中
撲
を
と
お
し
て
子

ど
も
迭
と
ふ
れ
あ
っ
て
き
た
.

「
キ
身
、
ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど

も
途
に
、
問
中
で
問
を
か
け
ら
れ

た
時
が
一
得
う
れ
し
い
」
と
目
を

(3) 1990. 8.16 

か
が
で
す
か
.

V
上
映
映
画

。
ド
ナ
ル
ド
ダ
y

グ
の
朝
ご
は
ん
・

乳
し
ぼ
り

。
金
の
が
ち
ょ
司ヲ
。
ト
ム
と
ハ

ソ
ク
と
ぷ
た
騒
動
ほ
か

V
上
映
時
間

午

後
7
時
か
ら
9

時
(
野
外
の
た
め
敷
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
)

V
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
陳

r

少
年
係
宮
(
M
W
)
1
1
5
1

期
日
一
地
区
・
主
部
名

会

場

雨
天
時
金
鳩

8
M回
一
天
王
古
支
部
一
柴
崎
ム
ロ
中
央
公
園

一
我
三
小
体
育
館

zgE和
弘

文

部

一

新

木

小

学

校

校

庭

一

新

木

小

体

育

館

8
1
Z
日

一
湖
北
古
支
部

一
湖

北

古

中

央

公

園

一
棚

北

泊

西

件

(木
)

一
川H
i
t
-
3
E
一
u
i
J
E
E
S
A
目

一
体

育

館

t

裂
E

一
布
佐
支
部
一

ビ
γ
7
コ
パ
ヤ
シ
駐
車
場

-
布
佐
小
体
育
館

8
月
回
目
一

h
E
E
F
-
E
E
一
千

賀

沼

一
z

t

r
戸

E
Z

t
立
寸
一
我
孫
子
支
部

-
H
L
三
ア
イ
広
蜘

一
仮

設

背

年

館

8m品
目
一
帥
佐
平
和
民
一
布
佐
南
小
休
育
館

'
3
2
7
司

一

一

t
な
{
E

一
一

般

戸

地

区

一

般

戸

小

体

育

館

(月

)

-4
-F
』

E
-14

F

'
1
6

1

s

同同

子
ど
も
遠
心
り
自
主
性
を
大
切
に

細
め
る
.

活
動
は
、
夏
向
青
少
年
キ
ャ
ン

プ
、
親
子
野
外
映
画
会
{
右
配
審

問
)
、
冬
向
オ
リ
エ

ン
テ
l
リ
ン

グ
大
会
、
年
l
固
め
広
報
紙
の
発

行
な
ど
.
こ
れ
ら
の
基
本
は
、
「
縦

し
く
面
白
く
」

.
そ
し
て
、
そ
の

中
か
ら
「
自
主
性
」
が
少
し
で
も
接

わ
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
.

「
今
は
、
親
が
手
を
出
し
す
ぎ

る
ん
す
す
・
そ
れ
で
は
、
子
ど
も

逮
が
何
も
考
え
ず
に
す
ん
で
し
ま

う」
今
期
会
嶋
さ
れ
た
棺
賊
貝
町
、フ

の会

E
ん

槍

L
U
J

協

M
鉱
刷
、
・
1
・

絡

i

l
町

連

酉

員
る
川
』
昌
国
佐

絞
め

E
a
布

相

務

(

年
を
つ
‘
.h

1
1
・

少
長
ょ

F

4
1
1

育

会

「¥、
¥
¥
t

ち
、
半
数
の
引
名
が
初
め
て
委

帽
を
受
け
た
人
湾

「
各
事
業
ご
と
に
寒
行
袋
貝

会
が
あ
る
ん
で
す
が
、
全
て
の

秀
行
委
員
会
に
出
席
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
ん
で
す
.
内
谷
町

把
催
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
新

し
〈
相
続
貝
に
な
っ
た
方
が
、

少
し
で
も
出
や
す
い
雰
囲
気
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
新
相
鎖
只
へ
の
配
慮
も
忘
れ

な
し子
ど
も
遠
か
ら
教
わ
る
事
が

多
い
と
い
う
松
島
さ
ん
.
「
い

い
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
忙
し
き
も
苦
に
な
ら

な
い
様
子
だ
。
題
味
は
、
野
球

と
ゴ
ル

7
・
町
四
歳
・

上

富葉 I_2.!lI; 
時 1 -コ 1~_1
M l一」2r-
2-コι:;;]uし

上

A!t収

"1さとの蟻再発見
募 ふるさと産昂

…一一叶

h
F
田
村
農
園
(
く
り
)

‘
日
暮
鹿
園
(
い
も
}

古
〈
か
ら
宿
場
町
と
し
て
栄
え

た
本
市
に
は
、
伝
統
的
味
を
今
に

伝
え
る
た
く
さ
ん
の
郷
土
産
品
が

あ
り
ま
す
。
現
住
「
も
ろ
み
小
町
』

と
「M
目
的
甘
煮
」
の
二
品
が
ふ
る
き

と
産
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
・

」、る卓と
産晶表示ラベル

岡本原

瞳与量
七
月
初
旬
に
手
飼
沼
を
幼
れ
る

と
、
遊
歩
道
脇
町
湿
地
帯
に
難
を

白
く
染
め
た
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
が
群

生
し
て
い
た
a

、
』
の
風
変
わ
り
な
草
は
全
車
に

臭
気
が
あ
り
、
開
花
の
頃
、
上
部

内
一
1
三
枚
の
哉
の
表
側
だ
け
が

白
く
変
わ
り
、
花
期
が
過
紅
、
た
八

月
頃
に
は
再
び
繰
色
に
も
ど
る
性

質
が
あ
る
.

?
5
刊

黙
が
白
〈
な
る
の
は
棚
状
組
織

に
議
叫
刷
業
を
欠
く
た
め
で
あ
る
・

花
は
、
こ
の
白
い
誕
肉
付
け
恨

食
品
を
長
期
間
冷
凍
保
存
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、

一

度
解
凍
し
た
も
の
を
碍
凍
結
す
る

こ
と
は
.
味
や
栄
養
を
旧
制
う
だ
け

で
は
な
く
衛
生
的
に
も
よ
く
あ
り

市
ふ
る
さ
と
産
品
育
成
協
議

会
で
は
、
市
内
で
製
造

・
加
工

等
さ
れ
て
い
る
食
品
で
‘
ふ
る

さ
と
産
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

も
町
内
推
奨
申
摘
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
.
V
募
集
期
間

8
月
初

日
(
月
)
か
ら
れ
日
(
金
)

V
申
し
込
み
・

問
い
合

わ
せ
商
工
観
光
明相内

我
孫
子
市
ふ
る
さ
と
産

品
育
成
協
議
会
公
(
邸
)

Il--内
線
5
0
5

!)~~クグタ目。
(どくだみ科)

か
ら
足
状
に
仰
ぴ
た
花
穂
に
多

数
付
〈
。
つ
ぼ
み
の
頃
の
花
穂
は
下
向

き
に
垂
れ
て
い
る
が
、
開
花
と

共
に
立
ち
上
が
る
。
一
つ
一
つ

の
花
は
小
さ
く
、
庁
ク
も
花
び

ら
も
持
た
な
い
。

日"え

ハ
ン
ゲ

ソJ
ョ
ウ
町
名
は
「
半

夏
生
」
(
夏
季
か
ら
十
一
日
目
)

町
頃
に
白
い
殺
を
付
け
る
か
ら

と
も
、
葉
町
半
分
が
白
〈
染
ま

り
、
半
分
化
粧
し
た
よ
う
に
見

え
る
か
ら
と
も
い
わ
れ
る
，

t
k
e-

別
名
を
「
片
白
革
」
と
い
う
の

も
、
同
じ
よ
う
な
型
白
か
ら
で

あ
る
.
こ
の
革
は
民
聞
東
と
し
て
、

マい
L

・

利
尿
、
水
服
、
脚
気
等
に
用
い

ら
れ
る
。

(
文
・
写
挺
佐
久
間
俊
行
)
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・

l

v

l

一
皮
ふ
い
て
か
ら
入
れ
る
よ
う
に

I

b引
当
問
主
阻
干

nu

心
が
け
た
い
も
の
で
す
よ
;

し

百

ち

444副
川
町
民
'
f
t
u

油
な
ど
の
淵
味
料
品
護
は
、

ら

ニ

--a二
、
I
h
H
』
同
凶
町
、

EE----a
冷
蔵
す
る
と
風
味
が
仰
な
わ
れ
に

，

‘

、

‘

、

、

』

1
」「
l
l
l同

aEb・晶
E
-
E
i
-
-
E叫
4
・・
4a'E-a同
・

』

・

4

仁

』

司

寸

4
q
e
L
J
Y

〈七
戸
7
皮
)

今
囲
内

く

ら

し

町

ミ

ニ

百

科

は

、

ま

せ

ん

.

一

人

分

ま

た

は

、

一

回

到

来

や

果

物

は

、

収

筏

さ

れ

た

冷

蔵

庫

内

各

部

屋

内

特

徴

と

正

し

に

綱

湿

す

る

最

に

小

分

け

し

、

で

後

も

呼

吸

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

を

い

保

存

の

仕

方

に

つ

い

て

お

話

し

き

る

だ

け

渇

く

平

に

し

巡

や

か

に

冷

蔵

す

る

ニ

と

で

呼

微

量

を

最

小

し

ま

す

・

冷

却

さ

せ

て

お

〈

と

位

、

ヲ

時

に

阪

に

仰

え

‘

干

不

ル

ギ

ー

の

消

粍

冷
凍
室
(
約
マ
イ
ナ
ス
泊
四
度
)

必
要
な
分
だ
け
述
〈
解
械
で
き
‘

を
少
む
〈
し
、
鮮
度
低
下
を
抑
制

む

だ

が

あ

り

ま

せ

ん

.

し

ま

す

。
ま
た
.
野
菜
は
舵
燥
が

冷
蔵
室
(
約
3
3
5
皮
)

大
敵
で
す
。
ぬ
ら
し
た
新
聞
紙
で

比
較
的
日
も
ち
の
す
る
食
品
や
包
ん
だ
り
、
ポ
リ
袋
に
密
封
す
る

す
ぐ
に
使
う
も
の
の
短
期
保
存
に
な
ど
の
槌
度
維
持
的
対
策
も
必
袈

週
し
て
い
ま
す
.
し
か
し
、
詰

め

で

す
a

込
み
す
K
C
て
冷
気
の
循
環
を
悪
〈
新
温
度
帯
主
(
約
0

3
汀
3
度
)

L
、
腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
リ
す
る
新
溢
度
惜
室
は
、
冷
凍
で
も
冷

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
蔵
で
も
な
い
新
し
い
保
存
機
能
を

う
か
。
庫
内
は
で
き
る
だ
け
保
存
も
っ
た
部
屋
で
す
。
普
通
の
冷
蔵

答
総
等
を
活
用
し
、
各
段
ご
と
に
の
約
Z
悩
も
食
品
が
長
も
ち
し
、

入
れ
る
錨
鎖
を
決
的
て
お
く
な
ど
、
し
か
も
解
凍
の
手
聞
が
不
要
と
い

務
理
、
収
納
に
工
夫
し
.
ス
ベ

l

う
便
利
な
も
の
で
す
。
特
に
肉
や

ス
を
荷
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
・
ま
品
川
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
、
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人口121，ω4人(+1，191人〕
男60，817人女60，262人

*也事害鍛38，875世繕(+1，035世得)
市役所本庁 85 竹竹 .市民図曾舘本館84-1110 湖北台
・つくし野支所 84ーω01 分館87-3055 布佐分館89-1311
湖北台支所 89ω28 穆lIi園包館87ω09
湖北支所 89-21竹
布佐支 所 ω-2358 喧都市改通事務所 85-1171
・敏膏蚕員会 85-1151 C身体障審者信祉センタ 89-0141 
・水道局 84-0111 Cあらさ園 88-4189
@消防署 84-0119 也つつじ荘 89-0123
少年センター 84-19∞ f生活環奥課(浄化槽)87-2379 
保飽センター 87-1131 コミ)87-∞15(し尿)89-2547
市民会館 84-33刊 ・布佐南近隣センター ω-3740
中央公民館 82-0515 ・天王台北近隣センター 82-9988
・鳥の熔物館 85-2212 ι湖北台市民センター 89-9927
市民体育館 87-1155 e-布佐市民センター 89-1193

a~~ 司由gg
|市民卓球大会II臨時給食調理員1
・B筒 9月15日〈土〉午前9時 砂内容 学侠給食熊務〈月10日位〉

惨場所市民俸育館 砂勤務時間学際始業時から午後

砂対重量 市内在住、在到、在学者 4筒30分

砂橿目一般男女〈シンクルス20 砂賃金白治46∞同

。円ダブルス4∞円〉中学笠(シン 惨貿信 40銀までの櫨肢で明るい

プルス1∞円ダブルス2∞月〉 万〈若干名〉

ル申し込み・問い合わ世 ハガキ 砂申し込み問い合わ世 履歴8

に住所、氏名、年齢、 電&5醤雪、 lこ必要事項を明記し、 8月27巳ま

告書加極目を明E己し、8月31巴 (金、 でこ我孫子4飽4教育蛋白会学僚教

必着〉までに久寺家1の10の7内 宵標ft(85)竹51へ
52??〈加5996(午後7府- I ~t干葉広明水道企業団暗員|

|第17固市史講演会13tF、棚、化学生物の
惨臼騎 8月19日〈日〉午後1筒30 ~資格 〈上級鴎〉昭利37年4月2

分 (入場網料〕 白から昭和例年4月 1日生まれ、

砂崩所 市民会館大会線霊 (初級鴎〉昭和44年4月2日から昭

惨内容 l也窃史と世界史 平日48年4月 1日生まれ

砂鴎師 鹿野政直氏〈早稲田大学 惨募集人員上 ー初級とも若干名

毅侵〕 砂安倍期間 8月20目白から9月

砂問い合わゼ市史備さん室6 17日まで

〈85)2481へ 砂鼠験日 9月23日〈臼〕

|N T T我孫子営業所| 砂問い合わせ北干葉四水道企
トークサロンコンサート 集団総務部松戸市小俣本7番地

砂日時 9周1日〈主〉午後3時開 E凶73(64)ω32へ

九所 NTT我孫子営業所2階 |あびこ太極拳クラブ会員|
砂定員 T∞名 惨練習B g周より包週水曜日午

砂費用 ?αJO円 〈テレフ河ン力一 後2騎から4筒
ド、 コーヒ一、クッキー(寸〉 惨燭所市民体宵舘

砂出演者 ヴ戸イオリン矢野晴子、 惨会費月2(籾円

ピ戸ノ山口佳代、トーつ仙遺作三 砂定員 2G8程度〈定員巳なり次

惨曲目 ヴィヴ戸Jlディ(四季〉全 第締切ります〉

飽(也 砂問い合わせ lli~ft(89)偲55へ

誌な(;Z長以722弛柴 |入国警備官|
|久寺家納涼盆踊大会12224EtZ2白から昭
久寺家通り商后会と周辺自治会 砂募集人員 約65;3
では納涼盆縮大会を実lil!!します。 惨受付期間 8月24日〈金〉から9
砂日時 8月18巴(工〉から19白 月6巴〈木〉

〈白〉午後7筒30分から9筒30分 砂受付時間 午前9時ガら午後5

(19日雨天の傷合20日〉 関〈主!b1日は正午〉

惨燭所 久寺家通り菱自公団広渇 砂民験日叩月7日〈臼〉

砂健物 模擬后、お楽しみ加選会 砂申し込み・問い合わぜ 〒1∞

は19日(実腸〉 東京都千代田区霞ガ闘す -1-1

砂問い合わ世菱田自治会 IJ、野 法務省入国管理局総務課人窃係

友之助6(82)5034 nω(580)4111内線2図。

|元年版環境年報配布|
惨配布部畝 T∞邸

砂費問 lII¥判

砂配布宿所。問い合わ世 間関保

全務公選苅策係

⑮③⑪⑧⑧  
。民Ml愛友会織〈中掠〉から紅会福

祖胞慰霊革関昼盆!こと2万円の宣言l司
がありました。

。太子会我孫手・湖北安a様刀ら
柱会渇祉飽E貴鐙備墨金にとあやめ

まつり刃物研ぎでの寄{甘金1万40

∞円の奇{司ガありまし定。

I:II¥3IJ、売酒販組合百年部会我孫子

支部憾から老人福祉の72.めにと愛

のボトル通勤の邸7万5230同の
百聞がありまし定。

I:If良4'だ疋み庖僚〈新木〉から自陣

陣曹者福祉センヲ一家康会にと草

履50足のE悦置がありましだ。

。イースト伺耳1社僚〈本町〉から老

人福?止の疋めにとリサイつルセー

ルの売上げ金2万7020円の硲iヨガ

ありました。

。質実団地自治会婦人邸機かう特

別賞腫老人ホームにと絡きんの富言

問ガありまし疋。

。清水秀男織〈宵山台〉からつくば

ね共同作按所にと冷獄閣の寄趨ガ

ありました。

。田口隠係〈新木〉からF高官E兜キャ

ンプにと野菜のoril司ガありました。
。疑C割高人部般から限醤兜キャン

ブにと野菜の寄1司ガありましだ。

。宵野利子峨〈湖北台〉から障害児

キャンプにと雑さんのE書館ガあり

ましだ。

I由香医.1週間の行事
テレホンサービスft(85)1313
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|第 2回ふるさと山村|
フォトコンテスト
惨内容山村風策、 山刊に容らす

人々、山のl士移等 「凶何」 をテー

マにし疋写民を努1担します。

砂応募方法 ・問い合わせ 力ラ

プリント囚ツ切〈組ゐ写貝を除く〉、

作昂1"何点でもIii¥i努司、 但し未発
表のもの、作局裂には題名、l惜影

場所、l豊富芸年月B、氏名、年齢、

佐沼j、住所、tlt&'i醤号、臓提を必
ず明記し、 8月31巴〈当日消印有

刻)までに干T∞ 東京都千代田区

家田町1-11-35金田町村会館、

全国山村療関通盟内「ふるさと山

村フォトコンテストvtiJft03(561l

2908へ

5ì~~ 
|流山青年の家
rビデオ主主術(上級)講座J

~ß田日 9月18(主〉から2日
〔白)1泊2日

:t232官Z22の制、 |子宮ガん横診|
シナリオ作り」 実習 「編集機を使 予宮ガん倹~をまだ 1 度も受~

ったテープ編集」 されて広い方1"下表医鎖機関でぜ
砂対象 学僚教窃員、社会事責湾lil!! びお受けください。

殴駿員、 fヨ少年グループ指耳事者等 砂対象者市内在住の30段以上の

惨定員 2侶 女怪

~.加費 2α氾伺 〈食蹟3食、シ 惨期間 12月'"で〈各医療機関に

ーツ洗溜代、 de念写良代等〉 よって年末の体診日は異怠ります〉

惨申し込み 問い合わ世 8月27 砂質問 1ω0同

日まで巳涜山青年の家6(59)2∞4 砂待診健康保険証

I~i腔猶予免?のい悶い合間保健センター
髄程度OllEB式験 宮 (87)1131

病弱、発育不完全警により重量務 |医額倒閣gl住 所|筒 岳

叡育館学僚に就学できず、就学を |石田医院1<1>町1-4-21 1限月日

泊予ま疋は免除されだ万に苅し、 |天臆盆医院 |鴎1-6ー竹 182-1222 

中学後卒業程度の学力認定試験を 1星野震 院|溜花台1-5-)188-2248 

行い、合信者に高等学俊入学資婿 i i品236輯院 |湖北白4-6-1188-3111 
ガ与えられます。 1m回医院 |湖北信君子101関-2例0

~願密受伺期限 9月5日(水〉ま
.C 

~&it験B 11同9日〈盆〉

砂民駿科目 国雷、銀学、 理科、

祉会、外国鱈

惨鼠駿宿所県毅育庁第1会E高室

砂申し込み ・問い合わせ県教商

庁挙侵害虫育部J旨導探n0472(23)40

59へ

|危陵物取扱者保安講習l
'期白 旬月30日(火〉

砂渇所市民会館

惨受付期間 8同20日(用〉から23

日〈木〉

惨申し込み問い合わせ 消防本

部予防課fl:(84)0119へ
時昭和62年5月オ白から保安講習

の受腕ガ3lf'ごとに芯りぎし疋。

但し、昭和62年5月 1目前に受講
されだ万は、 次回の講習に限り受

請から5年以内とします。

|語 5回民事介入暴力
絞日を開股

鼠近、暴力団芯どガ民事問題に

介入するケースガi曽加しています。

この定め、 県替の暴力団担当官

と県弁滋士会の弁邸主t.f合同で相

談をお受けしま雪。相談1昌照料。

資料芯どガあれば、ご賠著書のうえ

あ気廷においでくださし」

炉相股日 9月29巴(土〉午前101汚

から午後3時
~W所干葉市民会館〈千護市要

町Tの守〉
炉問い合わぜ 照準察本部l盟箇第

4誤Eω72(27)9131内線2314へ

9月181a:r防災の8J

総合防災訓練|こ

ご参観を

午前9簡に嘗llIi:宣言の合図

として市内一斉に、まだ、午

前?α時には、地震発生の合図

として会樋で、サイレンの吹

鳴及び嘗鑓を行います。お間

違いのないよう、ご注怒くだ

さい。

惨日時 9月1日〈土〉午前10

関ガら正午

・・燭所 湖北台東小学tl!

砂劃l線内容溜魁訓練、ライ

フライン(ガス、 電気、m題、
水道〉の復旧訓練、初期消火、

目11練、高所叙出昌11練など

砂問い合わぜ市民生活保防

災係官(85)1111内線217

(1)' ~5 第787号

320 


